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従業員各位

信頼に足るパートナーであること。これは、Infineon
がビジ ネスパートナー、投資家、従業員、一般市民
に対して約束し ていることです。当社が信頼を得て
いるのは、この約束があ るからこそです。皆さんの
個人としての責任感と誠実さを頼 りに、この約束を
守れると確信しています。

しかし、さまざまな状況で法律を守り倫理に基づい
て行動 するにはどうすればよいでしょうか?この企
業行動指針は 拘束力のある原則として、職務を遂
行するうえで自律的な 意思決定を下す指針となり
ます。これらのガイドラインに従 うことで、個人とし
て、また会社として不適切な行動を防ぐ ことができ
ます。

ただし、当社は日々の活動も促進したいと考えてい
ます。実 務を支えているのは従業員の良識です。何
か迷うことがあ る場合は、次のように自問してみる
とよいでしょう。

	– 私は利己的に振舞わず、適切に行動しているか?
	– 私の行動または意思決定は合法か?企業行動指

針やその 他の社内規定の精神と字義に従ってい
るか?

	– 私の行動または意思決定は、高い倫理基準を持
つ企業と してのInfineonの評判を守っているか?

	– 私の行動または意思決定は「世間体テスト」に合
格する か（世間やソーシャルメディアでInfineon
の良いイメージ が 伝 わ る か ）?

これらの質問に対する答えが「はい」であれば、適
切な意思 決定であると考えてよいでしょう。特定の
状況で迷いが生じ た場合、マネージャまたはコンプ
ライアンス責任者(Compliance Officer)に問い合わ
せてください。

Infineonが成功を収めるには、従業員一人ひとりの
行動が 大切です。たった1人の従業員が不適切な行
動を取るだけ でも、Infineonに大きなダメージをも
たらし、損害を発生さ せる恐れがあります。仕事中
に企業行動指針に留意するこ とで、現在の法律を
守り、社内の基準に従って行動すること が で き ま 
す 。

この企業行動指針をよく読み、日々の行動、業務に
関する 行動や意思決定の指針としてください。企業
としての成功 に加え、責任ある行動を取り、そして
約束を守ることができ ます。

皆さんのご協力に感謝します。

企業行動指針

1. 経営陣からのメッセージ 

Jochen Hanebeck Elke Reichart

Dr. Sven Schneider

Andreas Urschitz Dr. Rutger Wijburg
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企業行動指針

2. 前書き
当社は顧客や株主、ビジネスパートナー、従業員、一般市民 に対し、誠実さをも
って対応します。

これらのガイドラインは、法律および倫理に関する疑問に 答えるための重要法規 
の概要を提供します。BCGを毎日の 活動の指針とする必要があります。加えて、
すべての会社規則およびその他の社内規則を遵守しなければなりません。そうす
ることではじめて、法律を守り責任ある行動をとるという当社の目標を達成でき
ます

BCGはInfineon、Infineon Technologies AG法人、および 世界各地の関連企
業で働くすべての従業員に適用され、絶 対的な拘束力を持ちます。ただし、日
々の業務で発生する すべての疑問に答えることは本質的に不可能です。そのた 
め、BCGの精神と字義に従い、合法であるだけではなく、倫 理的に適切であるこ
とを目指す必要があります。
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法律違反は、罰金や賠償請求、評判の低下や失墜といった 大きなダメージを世
界的規模で企業に、そして従業員個人 にもたらす可能性があります。

したがって、どこでも常に法律を遵守することが第一の義 務です。合法的な行動
が常に絶対的に優先されます。これ は、個人がその行動について、非生産的では
ないかと考え たり、業務または財務目標に沿わないかもしれないと考え たりす
る場合も同様です。

Infineonの従業員がこれに違反した場合、雇用中の義務 を怠ったものとして懲
戒処分の対象となります。深刻な場 合には、解雇につながる可能性もあります。

当社の品位は価値ある資産です。そのため、法律を守る以 上に、倫理基準にも
従う必要があります。当社は確実に提 供できることのみを約束し、その約束を果
たします。顧客、 投資家、仕事仲間の信頼を獲得するには、当社の製品、サ ービ
ス、コミュニケーションの信頼性と品質が非常に重要 です。開発や製造の品質面
で妥協するなどして、この信頼を 裏切れば、たとえ些細な問題であるように見え
ても、当社 全体の成功が危うくなります。

企業行動指針

3. 法令を遵守し、
約束を守る

概要
	– 現行の法律は拘束力を持つ枠組みである
	– 法規に違反した場合は何らかの処罰が下される
	– 約束を守る
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4.1 競争法および反トラスト法を遵守 する

当社はすべての市場参加者の利益のため、公正な
競争を 確約します。すべての従業員は、ビジネスパ
ートナーまたは サードパーティとの取引において、
競争法および反トラスト 法を遵守する義務を負いま
す。例外を設けず、違反は許さ れ ま せ ん 。

競合企業、顧客、供給業者、販売業者と市場の競争
を制限 する協定を結ぶことを固く禁じます。市場に
おける独占的 地位を濫用することも禁止します。不
正な情報交換のリス クが高いため、競合企業との
特定の接触についてはコンプ ライアンス部門に通
知する必要があります概要について は、グローバル
規則「反トラスト法」を参照してください。

4.2 汚職行為を拒否する

当社は不正な手段ではなく、製品の品質とサービス
の価値 によって競争に勝ち、顧客を獲得することを
望んでいます。 汚職行為は当社の価値観とは相容
れず、許されません。汚 職行為の疑いを持たれるこ
とも常に注意して避ける必要 があります。Infineon
は、汚職行為に対抗するために国内 および国際的
取り組みを支持します。いかなる形であれ、当 社は
賄賂を拒否します。

当社のすべての従業員は、自社の関係を自己ま
たはサード パーティに有利になるように悪用
し、Infineonに悪影響を もたらしてはなりません。
業務上の意思決定の客観性が損 

なわれる可能性があるため、サードパーティから私
的便益（ 金銭、サービス、値引きなど）を得ることを
禁じます。 政府組織との接触においては、受注また
はInfineonにとっ て有利な立場を得ることを目的と
して、職員に金銭の支払 いまたはいかなる便益の提
供を行いません。職員またはビ ジネスパートナーか
ら私的便益の要求または申し出があ った場合は、
いかなる状況でも同意してはならず、マネージ ャお
よびコンプライアンス部門に直ちに連絡する必要が
あ ります。規程の詳細については、グローバルルー
ル「汚職防 止 」を 参 照 し て く だ さ い 。

4.3 高価な贈答品や招待を受けるのは あく
まで例 外 とする

贈答品を受け取ってよいのは、現地の法制度で許可
されて おり、意志決定が影響されない、または影響
されたと見な されない場合のみです。イベント、昼
食、夕食への招待、そ の他いかなる便益についても
同様です。

個人と会社を保護するため、重大な事態になりかね
ない 事柄については、事前に担当の「コンプライア
ンス責任者 (Compliance Officer）」または権限を
付与された担当者 の承認を得る必要があります。概
要については、グローバル 規則「贈答品と招待」を
参照してください。

贈答品やその他の便益は、現物給付として所得税の
対象 になることがあります。適用されるすべての税
法に従う必 要があります。

企業行動指針

4. 市場参加者として公正
に振舞う 

概要
	– 公正な競争を最重視する
	– 常に反トラスト法および競争法を遵守する
	– 競合他社との接触は、必ず通知すること
	– 不正行為はInfineonの文化と相容れない
	– 高価な贈答品や招待を受けるのはあくまで例外とする
	– 利害の対立の可能性がある場合は透明性を確保する
	– 競合企業での副業または競合企業との協力を行わない
	– ビジネスパートナーを精査する
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4.4 利害の対立をオープンに扱う

 当社はすべての従業員の個人的な利益や私生活を
尊重し ます。個人的な利益と企業の利益の対立、あ
るいはそのよ うな印象を与えることを避けるために
最大限の注意を払 います。従業員は、業務上の意
思決定における潜在的な利 害の対立をマネージャ
に開示する必要があります。また、業 務上の意思決
定が個人的な利益や関係の影響を受けては なりま
せん。次に具体的な内容を示します。

参加持分を開示する
 次に当てはまる場合、Infineonの従業員は積極的
にマネ ージャおよび人事部に書面で通知する必要
があります。

	– 競合企業の直接的または間接的な参加持分を保
持また は取得しており、その競合企業の経営に影
響力を持つ場 合

	– Infineonのビジネスパートナーの直接的または間
接的な 参加持分を保持または取得しており、その
ビジネスパート ナーと業務上の取引がある場合

関係者（家族など）がそのような参加持分を保持ま
たは取 得する場合も同様です。

社外業務を開示する
報酬を得ている社外業務や他社への参加（役員会、
理事 会、監査役会など）について、マネージャに報
告して承認を 得る必要があります。承認は、次の場
合に拒否されること があります。

	– 従業員の業務に悪影響を及ぼす場合
	– 従業員のInfineonでの職務の障害となる場合
	– 利害の対立のリスクがある場合

Infineonと直接的または間接的な競合関係にある
企業で の直接的または間接的ないかなる活動も禁
じます。

 不定期の著述、講義、慈善活動は社外業務とは見
なされま せん。

4.5 ビジネスパートナーを慎重に選ぶ

当社はビジネスパートナーも商取引において誠
実に行動 することを求めます。そのため、必要に
応じて、ビジネスパー トナーを精査し、法令遵守
と、Infineonが考える人権保護 や社会的基準への
適合のための対策を行っているかどう かを確認し
ます。国内の法律や国際協定への違反、正体や 所
有構造の隠蔽、資金洗浄、テロリストへの資金提供
を行 うパートナーや、そのような状況を是正するた
めの適切な 努力を怠るパートナーとは取引を行いま
せん。

当社は、供給業者に対し、当社の「供給業者の行動
規範」（旧 「購買原則」）に定める要件を満たすこ
とを求めます。

4.6 資金洗浄を防止する

資金洗浄、つまり不正な方法で獲得した資金を、交
換や譲 渡によって合法的なビジネスおよび財務シス
テムに投入す ることは、多くの国で犯罪とされてい
ます。Infineonではす べての従業員が、職場での資
金洗浄に関するドイツおよび 海外の法規に従う義
務を負います。これには、取引前に、契 約上のパート
ナーのビジネス環境、契約上のパートナー自 体、行
おうとする商取引の目的について十分な情報を得る 
ことが含まれます。金銭のやりとりの可否について
疑わし い点や不審な点がある場合は、直ちに担当の
「コンプライ アンス責任者（Compliance	Officer）
」に相談する必要があ り ま す 。

4.7 輸出管理に関する法律を遵守する

当社は取引を行う国の輸出管理および関税規則に
従いま す。商品、サービス、ハードウェア、ソフトウェ
ア、テクノロジ ーの輸出入、移動を担当する従業員
は、現行の認可プログ ラム、輸出管理、関税に関す
る法規、業務上のガイドライン およびプロセスに従
う義務を負います。
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5.1 人権と基本的な社会権を守り、保 護す
る

当社は人権の尊重と保護に真摯に取り組んでおり、
人権、 労働基準、環境および不正防止に関する国
連グローバル・ コンパクトの原則に従っています。

また、国際労働機関（ILO）の規約に定められた次
の基本原 則 を 守 り 、推 進 し て い ま す 。

	– 従業員の選抜、採用、任命、昇進における差別の
防止

	– 従業員代表組織を作る権利
	– 児童労働、および何らかの形での強制労働の拒

否

当社は現地の法規の要求事項に従い、地域の状況
に応じ て特に次のものを与えています。

	– 公正な給与と付加給付
	– 合理的な労働時間
	– 有給休暇

当社は、法定年齢に関する規制と未成年者の雇用
を防止 する特別な規制に従っています。

5.2 オープンで互いを尊重する従業員 文化
を促進する

従業員同士の協力の根底には、互いを尊重する心
がある べきです。Infineonでは110か国の従業員が
働いていま す。Infineonが国際企業として際立つ成
功を収めることが できたのは、この多様性があるか
らこそです。

当社は、すべての従業員が差別とハラスメントに対
する当 社のゼロトレランスポリシーに従うことを期
待しています。

種族的出身、皮膚の色、国籍、信仰、信条、性別、年
齢、身体 障害、婚姻関係、社会的出自、団体や政党
への所属、外観、 性同一性、性的指向を理由とし
て、個人が攻撃、不利益、嫌 がらせ、除外を受ける
ことがあってはなりません。あらゆる 形の差別、性
的嫌がらせ、身体的暴力、身体的強制、言葉に よる
虐待に対して、当社は断固たる処置を取ります。

プロ意識を持った業務遂行は、尊重、信頼、寛容、
公平に基 づく就業環境があってはじめて可能で
す。

従業員の選抜、採用、昇進、異動、報酬、評価、トレ
ーニング などの人事決定においては、機会均等の原
則と、資格や業 績などの基準に従います。

企業行動指針

5.  互いを尊重する

概要
	– 人権と社会的権利の遵守
	– 互いを尊重し、模範を示す
	– 率先して見本を示す
	– 従業員代表組織を尊重する
	– 予防医療および職場での安全を推進する
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5.3 率先して見本を示す

当社は、従業員の個人また職業人としての可能性を
広げる ような環境を作り出したいと考えています。
上役にある者 は、優れた業績や成果を達成するた
めの力を部下に与え る必要があります。そのため、
当社はマネージャにロールモ デルとして振舞うこと
を求めます。マネージャはその働きぶ り、オープン
さ、社会的スキルを通じて部下を指導し、良好 な職
場環境を確保しなければなりません。

マネージャは部下を信頼し、できるだけ多くの個人
的責任 と自由裁量を与えます。現実的な範囲で高く
明確な目標を 設定し、従業員が達成した成果を認
め、自由にアイデアや イノベーションを生み出せる
ようにします。管理義務の一部 として、許容されな
い行為を防止し、自己の責任範囲内で のしかるべ
き注意と監督によって回避可能な規制違反を防 ぐ
責任を負います。

5.4 従業員代表組織を尊重する

当社は従業員が労働条件について団体交渉を行う
ための 従業員代表組織を作る権利を尊重し、認め
ています。各地 の経営陣と従業員代表組織が、互い
の信頼のもと、緊密に 協力しなければなりません。
これは、利益の公平なバラン スを実現するための建
設的で協調的な対話の基礎となり ま す 。

紛争が起こった場合も、職場での持続可能な関係
の維持に 努めます。

5.5 職場での健康と安全を推進する

職場での安全を確保し、従業員の健康の促進と維
持に努 めることは企業の重要な目標です。当社では
労働環境の継 続的改善とさまざまな予防および健
康管理キャンペーンを 通じて、これらの目標達成に
取り組んでいます。

個人の健康に関する知識を強化することが、全員の
業績と 仕事の満足度を維持することにも役立つ機
会になると考 えています。健康と職場での安全は、
従業員の個人的な行 動によって大きく影響されま
す。すべての従業員は、慎重に 行動することで自ら
リスクを避け、職場の安全に関する不 足や欠落をマ
ネージャに報告する義務を負います。

また、当社では、適切なワークライフバランスを実
現できる ような労働環境作りにも取り組んでいま
す。
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6.1 Infineonの所有物を注意して扱う

Infineonの資産には、作業用の機器や設備も含ま
れます。 当社はこれらの設備を適切に慎重に取り
扱い、紛失、盗 難、損傷、悪用のないように保護し
ています。設備は業務目 的でのみ使用します。とき
どき個人的に使用する程度であ れば許容範囲内で
すが、社内の方針に沿っていること、犯 罪や規制違
反、企業秘密の漏洩につながらないことが条 件 で 
す 。

憎悪、暴力やその他の犯罪行為への称賛をあおる
情報や、 各自の文化的背景を性的に攻撃する内容
を含む情報をダ ウンロードまたは拡散することを禁
じます。

6.2 Infineonの知的財産を保護する

会社の知的財産は商業的成功の中核を成すもので
す。した がって、特許やブランド名、技術的ノウハウ
などの知的財産 権を保護することは、すべての従業
員の第一の義務です。 当社は競合企業やビジネス
パートナーの知的財産を認め 尊重し、それぞれの明
示的な許可がある場合、または法的 に許可されて
いる場合のみ知的財産を使用します。

6.3 会社の機密情報を保護する

すべての従業員は、業務で取り扱う、または職務上
知り得 た企業秘密、営業秘密、その他の非公開情
報を守る義務を 負っています。この義務の対象は、
組織の概要や、ビジネス、 製造、研究開発、企業に
関する数値など、未公開のあらゆる 社内情報に及
びます。メディアやアナリストからの問い合わ せを
受けた場合、それぞれの広報または投資家向け広報 
部門に渡す必要があります。外部に対しInfineonの
代表と して行動する者、またその許可を得ていなく
てもInfineon の代表者と見なされる可能性がある
者は、個人の立場の 行動であることを明言する必要
があります。

これは特にソーシャルメディアでの活動に当てはま
りま す。Infineonのソーシャルメディアに関するガイ
ドラインに 従う必要があります。

当社は、他の企業の企業秘密や営業秘密も尊重し
保護し ます。サードパーティから得た情報を使用す
るのは、一般公 開されている情報源から入手した場
合、またはその他の合 法的手段で入手した場合の
みです。

企業行動指針

6. 会社の設備や情報の取
り扱いに 注意する

概要
	– 会社の所有物を注意して扱う
	– 文書を透明性のある方法できちんと管理する
	– データ保護要件を常に守る
	– 会社の機密情報を保護する
	– 内部者として知り得た情報を悪用しない
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6.4 Infineonをサイバー脅威から保護 する

当社は、保護する必要のあるデータや情報の機密
性、完全 性と可用性、検証可能性、追跡可能性を確
保するサイバー セキュリティの十分な水準と文化を
守ります。

当社は、責任をもって役割に応じて対応するプロセ
スを積 極的にサポートし、サイバーセキュリティに
関する会社規則 に定められた基準に沿って活動し
ます。

6.5 データ保護および情報セキュリティ に
関する法規に従う

(従業員、顧客、供給業者の)個人データの保護は優
先すべ き重要事項です。当社は、法律、規制、社内
ガイドラインお よびポリシーで許されている範囲で
のみ、個人データを記 録、処理、使用します。当社
のすべての従業員は、当社に委 託された個人デー
タを保護するために、データ保護に関す る法令およ
び社内規則を遵守する義務があります。規定の 概
要については、グローバルルール「データ保護」を参
照し てくだ さい 。

不審な点がある場合は、担当のデータ保護責任者
に問い 合 わ せてくだ さい 。

6.6 文書の透明性、開示性、信頼性を推 進
する

当社のグローバルな活動が投資家に信頼されるの
は、透 明性、開示性、信頼性があってこそです。その
ため、当社は 適切な会計および財務報告のための
法定要件に従ってい ます。社内での使用または外部
への配布を目的として作成 したあらゆる記録および
報告書は虚偽がなく、完全で、理 解可能なものであ
る必要があります。データやその他のレ コードは常
に完全、正確、最新で、システム要件を満たして
いなけれ	 ばなりません。正しい情報を提供する義
務は、特 に出張費などの経費の会計にも当てはまり
ます。

6.7 内部者として知り得た情報を悪用 しな
い

Infineonは内部者(インサイダー)取引を許しませ
ん。内部 者情報に触れた者は、責任を持って、グロ
ーバルルール「イ ンサイダー取引に関する法規」に
従って、その情報を扱わな ければなりません。内部
者情報とは、公衆に広く知られて いない状況に関し
て、上場有価証券の価格に大きく影響す る可能性
のある具体的な情報を指します。

内部者情報を利用して有価証券を購入または売却
したり、 購入または売却を勧めたりすることは、法
律により禁止さ れています。この禁止事項への違反
は、当該従業員だけで はなく、Infineonにも重大
な結果をもたらす恐れがありま す。そのため、内部
者情報は機密情報として扱い、他の従業 員、家族、
友人に対しても正当な理由なく開示してはなりま せ
ん。
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企業行動指針

7.  社会的責任を誠実に果
たす
7.1 持続可能性、品質、製品の安全性に	

Infineonは現世代および後継世代の経済、環境、
社会のニ ーズに対する責任を引き受け、持続可能
な方法での活動に 取り組んでいます。そのため、自
社製品の品質の絶え間な い管理および改善を特に
重視しています。従業員には、潜 在的リスクに責任
を持って対応し、マネージャに報告するこ とを求め
ます。

7.2 環境を保護する

天然資源の保全は当社の企業戦略に欠かせませ
ん。当社 は 、誰 も が 利 用 で き 、多 く の 利 点 を 
も た ら す 省 エ ネ 型 テ ク ノ ロジーによって、便
利で安全な、環境に配慮した暮らしを実 現します。
エネルギー効率に優れたテクノロジーおよび製 品
の発展は、当社の資源保全活動の中核的要素です。
個々 の活動の中でも、環境への影響を考慮し、環
境への負担を 避け、最小限に減らすことが当社の義
務です。

当社は、環境と気候を保護するための法律および規
制を厳 格に遵守し、当社の直接および間接の供給
業者も同様に 行動することを期待しています

7.3 社会貢献に取り組む 取り組む

Infineonは責任あるコーポレートガバナンスには、
社会貢 献（コーポレートシチズンシップ：社会の一
員としての企業 の責任、義務）も含まれていると考
えています。次の分野の 非営利組織やイニシアチブ
を支援しているのはそのためで す。

	– 環境保護と持続可能性
	– 災害救助
	– 将来の世代の技術および科学教育
	– Infineon所在地での社会的ニーズ

 支援は、金銭、金銭以外の寄付、後援を通じて行い
ます。

 当社が寄付を行うのは、サービスや当社にとって有
利な決 定、または見返りとしての決定を期待しての
ことではありま せん。すべての寄付および後援は、
透明性のある承認プロ セスを経て行われます。規
定の詳細については、グローバル ルール「コーポレ
ートシチズンシップおよびスポンサーリン グ 」を 参 
照 し て く だ さ い 。

 Infineonは原則として、政党、政治家、政治団体に
対して寄 付を行いません。

概要
	– 持続可能な、環境に配慮した方法で活動する
	– 社会環境に対する責任を引き受ける
	– 社会貢献のための一般的な条件に従う
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8.  企業行動指針を確実に
遵守する

8.1 BCGに関するトレーニングに定期的 に
参加する

BCGを周知し、従業員が常に留意できるよう
に、Infineon は定期的に従業員向けコンプライアン
ストレーニングコー スを開講し、BCGの内容と守ら
なければならない法的要求 事項について説明して
います。また、個々のリスクグループ の従業員向け
に、特別なコンプライアンストレーニングセッ ショ
ンも設けています。

コンプライアンストレーニングへの参加は、すべての
従業員 に義務付けられています。

8.2 不正行為を見つけた場合は積極的 に報告する
InfineonのBCGの目標を達成するには、すべての従
業員が 自分の役割を果たす必要があります。マネー
ジャは、責任の 範囲で従業員にBCGを理解させ、守
らせます

 BCG、法令または社内規定に違反している疑いがあ
ること に気付いた場合、従業員はためらうことなく
報告すること が期待されています。一致団結して、
従業員および当社へ のダメージを防ぐためです。

 コンプライアンス違反の疑いを報告するには、さま
ざまな 方法があります。

1.	マネージャに報告
2.	コーポレートコンプライアンス責任者（Corpo-

rate Compliance Officer）」、または担当の「地
域コンプライア ンス責任者（Regional Compli-
ance Officer）」に報告

3.	内部通報ポータル「Integrity Line」

2番目と3番目の選択肢は従業員にのみ開かれてい
るわ けではなく、供給業者、顧客、その他のサード
パーティにも 開 示 さ れ ま す 。

 
 
報告は、口頭または書面で、名を名乗りまたは匿名
で提 出することができます。コンプライアンス部門
へのすべて の報告は、文書化され、調査され、機密
として扱われます。 内部告発者は、期限内にフィー
ドバックを受け取ります。

善意からコンプライアンス違反の疑いを報告した従
業員 は、報告した違反がなかったとしても、不利益
を被ること はありません。当社は、内部告発者に対
するいかなる報 復も容認せず、毅然とした態度で告
発者を保護します。ま た、不正行為を疑われた従業
員も公正に扱われます。し たがって、自分自身が間
違いを犯した場合もできるだけ 早く報告することが
求 められます。

当社では、透明性を非常に重視しています。間違い
を適 時に見つけて対応することで、小さな問題が大
きな問題 につながるのを防ぐことができます。その
ため、従業員に は、BCG、法令または社内規定への
違反の疑いに関連し て、当社が開始した調査や問
い合わせについて、無条件 で協力することが求めら
れます。

概要
	– BCGに関するトレーニングに参加する
	– 不正行為が疑われる場合は積極的に報告する
	– 規則違反に対しては、常に適切な方法で断固たる措置を取る
	– 連絡先データ



26  27

8.3 不正行為に対して公平かつ公正な手段で措置を取る

不正行為が証明された場合は、社内規定および法規に従
い、公平かつ公正な手段で断固たる措置を取ります。その
一環として、常に適切な対応を行い、それぞれの事例に適
切、必要、かつ合理的な結論を出します。

8.4 InfineonのBCGについての問い合わせ先

コンプライアンス関連の懸念事項を報告する場合、または アドバイスを求める場
合は、次のオプションがあります。

	– 電子メール：compliance@infineon.com
	– 電話：+49(0) 89 234 83199
	– 郵送：Infineon Technologies AG, IFAG CO, 

Am Campeon 1-15, 85579 Neubiberg, Germany
	– Infineon Integrity Line

Infineonのコンプライアンスプログラムの詳細については
イントラネットで 確 認 できます。

mailto:compliance%40infineon.com?subject=
https://www.bkms-system.net/bkwebanon/report/clientInfo?cin=9inf6&c=-1&language=eng
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